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新年明けましておめでとうございます。皆様にはお健
やかに新春をお過ごしのこととお慶び申しあげます。
平素は更生保護活動に何かとご尽力をいただき厚くお

礼申しあげます。
本年は、保護司の様々な課題に対応する国の施策が大

きく変わり、日本の保護司制度の転換点になるのではな
いかと思っています。
第二次再犯防止推進計画（昨年3月閣議決定）におい

ては、保護司の担い手不足や高齢化に対応するため、幅

広い世代から多様な人材を確保できるような保護司制度
の確立に向けた検討を行うことになりました。これを受
け、法務省は、5月に立ち上げた「持続可能な保護司制度
の確立に向けた検討会」の議論に役立てるため、全国の
保護司会から幅広い意見を集めています。
その論点として①保護司の使命　②推薦・委嘱の手順や
年齢条件　③職務の在り方や保護観察官との協働態勢　④
待遇・活動環境　の４項目があげられています。新聞報道
等によりますと「保護司の公募制」と「保護司の報酬制」
だけが大きく取り上げられていますが、この2点は今ま
での保護司制度の根幹を揺るがすものと思います。
時代の変化は避けられませんが、保護司の使命は不変

だと思います。私達は先輩からの教えを大切にして、犯
罪のない明るい社会の実現に向けて前進する所存です。
皆様には、変わらぬご支援をお願いするとともに、更生
保護活動が益々充実発展することを願い、そして皆様の
ご健康とご多幸を祈り新年のご挨拶とさせていただきま
す。

新年のご挨拶

高槻地区保護司会

会　長 松　　本　　　大
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一

毎年11月になると、近くの「大王の杜公園」のお堀に、
たくさんの鴨が飛来します。この鴨の多くは、ロシア東部
から2、3か月かけて渡ってくるそうです。比較的人間に
慣れていて、春先になると、遊歩道にぞろぞろと出てきて、
新芽をついばんでいます。殺伐としたニュースが多い中、
鴨たちが優雅な泳ぎで水面に円を描くのを見ながら、いっ
とき癒されています。（関）

令和5年は、野球のWBCから始まり、ラグビーワール
ドカップ、阪神の「AREのARE」でスポーツ界は非常に
盛り上がった一年でした。令和6年7月にはスポーツの最
大イベントである「夏季オリンピック」がパリで開催され
るとのこと。年のせいか、前回の東京オリンピックがつい
最近のように思われ、本当に月日の経つのが早く感じられ
るようになってしまいました。（長）

最近の働き方に隙間時間を利用するスキマバイトがある
ということをテレビで知りました。しかも主婦の方も活用
されていて驚きました。働く人の能力も求められると思い
ますが、受け入れ側も十分な体制を整える必要があると思
い、興味津々でテレビを観てしまいました。とは言え、す
ぐに対応できる人材は素晴らしいと感心し、時代が大きく
変化した今、かなり時代遅れの自分を知ることになりまし
た。（山）
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橋杭岩に昇る初日（和歌山県・串本町）
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新年明けましておめでとうございます。
高槻地区保護司会の皆様方におかれましては、新春を
健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。また、平
素より更生保護活動等を通じた犯罪や非行のない明るい
社会づくりにご尽力いただき、厚く御礼申し上げます。
さて昨年は、新型コロナウイルス感染症の位置付けが
感染法上の5類へと変更され、地域活動の再開と街の賑
わいを徐々に取り戻すなど、約3年に亘るコロナ禍を乗
り越え、従来の日常生活を回復する年となりました。
この間、本市では市民生活の支援や市内経済の活性化

に向けた施策を重点的に進めてまいりましたが、今尚続
く物価高騰による影響が厳しさを増す中、本年も引き続
き、市民生活を守るための施策を最優先に取り組むとと
もに、未来志向の施策を着実に進めてまいります。
また、近年深刻化する望まない孤独や社会的孤立など、
様々な「生きづらさ」を抱えておられる方々が地域で孤
立することがないよう、その声を拾い、社会とのつなが
りを持てる地域づくりが益々重要となっています。この
ような中、犯罪や非行をした人の抱える悩みや生きづら
さを受け止め、再出発に向けて立ち直りを支えていく貴
会に対する期待は大変大きく、心強く感じております。
本市としましても、犯罪や非行をした人の抱える「生
きづらさ」に寄り添った地域づくりを目指し、貴会の皆
様との密接な連携のもと引き続き取組を進めてまいりま
すので、一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。
結びに、高槻地区保護司会の益々のご発展と、皆様方
のご健勝ご多幸を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて
いただきます。

新年おめでとうございます。
皆様には、新年をお健やかにお迎えのことと、心から
お慶び申し上げます。
高槻地区保護司会の皆様におかれましては、犯罪をし
た人や非行に陥った人たちの更生保護に日々ご尽力され
るとともに、犯罪のない明るい社会づくりにたゆまぬ努
力を重ねておられますことに対しまして、心より感謝を
申し上げます。
さて、我が国の犯罪件数は平成14年をピークに年々減

少していますが、再犯者率は増加傾向にあり、近年は約
50％となっています。再犯がなくなれば、犯罪件数は半
減できることになり、犯罪件数の抑制のために再犯防止
は最も重要な課題といえます。
刑を終えて出所した人等が、地域社会の中で孤立しな
いように支援していくためには、就労・住居の確保や、
保健医療・福祉サービス等の利用を支援する自治体の役
割が極めて重要です。本町では、令和7年3月策定予定の
「第5期島本町地域福祉計画」に再犯防止推進法に基づ
く「再犯防止計画」の内容を包含する予定にしております。
今日、再犯の防止が重要な課題となっている中で、国
と地方公共団体、民間の連携と協力により、地域の実情
に応じた取組を進めていくためには、保護司の皆様のご
支援・ご協力が不可欠と考えておりますので、引き続き
お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
結びに、高槻地区保護司会の今後ますますのご発展並
びに皆様のご健勝をお祈り申し上げまして、新年のご挨
拶といたします。

高槻市長

濱　田　剛　史

島本町長

山　田　紘　平

新年のご挨拶

新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。高槻地区保護
司会の皆様におかれましては、お健やかに新しい年をお
迎えのこととお喜び申し上げます。
大阪府では刑法犯の認知件数が減少すると共に、高槻
地区でも皆様の日頃の更生保護の活動により保護観察及
び生活環境調整の事件係属件数も減少しております。し
かしながら、長期のコロナ禍による混迷から開放され活

発な活動の再開に喜ばしい反面、刑法犯の認知件数が微
増に転換となっています。また、大麻事件で摘発した20
歳未満の少年が増加傾向にあり、行政や警察だけではな
く地域の方々が犯罪や非行の防止に取り組む更生保護の
役割が期待されています。
平成28年に再犯の防止等の推進に関する法律が制定さ
れ、再犯防止施策は着実な成果を上げつつありますが、
安全・安心な社会の実現のためにはより一層の対策が重
要と考えられ、刑法改正に伴う更生保護法改正が令和5
年度から令和7年度にかけて少しずつ行われます。
当職は令和4年度から高槻地区を担当させていただき、
保護司の皆様方の熱心かつ丁寧な関わりを実感しており
ます。これからも社会的に孤立して心理的・物理的に生
きづらさを抱える人、再出発を図ろうとする人を受け入
れることのできる社会の実現のために共に尽力していき
たいと思いますので、本年もどうぞ宜しくお願い申し上
げます。

大阪保護観察所保護観察官　

中　村　暢　子

新年のご挨拶





と　き　令和5年10月31日（火）13:00～16:00
ところ　大阪国際交流センター

大阪更生保護大会

と　き　令和5年9月7日（木）13:30 ～ 15:30
ところ　高槻市地域福祉会館3階　研修室
テーマ　「面接について」
講　師　大阪保護観察所
　　　　保護観察官  中村暢子 氏

第二期 定例研修会

と　き　令和5年11月15日（木）13:30 ～ 15:30
ところ　高槻市地域福祉会館3階　研修室
テーマ　「刑法等の一部改正等について」
講　師　大阪保護観察所
　　　　保護観察官  中村暢子 氏

第三期 定例研修会

徳島刑務所訪問
令和5年度野外研修は19名で徳島刑務所を訪問

しました。
徳島刑務所の歴史や収容者の構成についての説

明後、所内見学をしました。特に長期の受刑者が
多く高齢化が進み、彼らの作業や生活の一部を見
学できたことは今までにない経験でした。宿舎では、
食後語らいの場が設けられ、参加者の親睦を大い
に深めることができました。（研修部　井本記）

令和5年10月16日（木）～17日（金）　19名参加

野 外 
研 修

松田　功次　　　村尾　雅嘉　　　鷲山　和敬
下岡　　昭　　　田中　隆夫　　　谷田　敏英
池田　　守　　　関　　義郎　　　下江　正治
中井　　宏　　　中原　　武　　　峯森　好美
福岡　　章　　　本管　正嗣
上甲　教子　　　野村　京子
野村　行良
内本　隆宏　　　岸田　勝彦　　　西村　　誠
竒山　　明  
鳴川　　宏　　　宮﨑二三夫　　　村上　国博
株式会社サトージイエル　取締役社長　町田修一
株式会社佐藤組　代表取締役　佐藤道章  
古井ひとみ　　　三俣　玲子

栄誉に輝く仲間（敬称略）

法務大臣表彰
全国保護司連盟理事長表彰

近畿地方更生保護委員会委員長表彰

近畿地方保護司連盟会長表彰
近畿地方保護司連盟会長感謝状
大阪府知事感謝状

大阪保護観察所長表彰

大阪保護観察所長感謝状

大阪府保護司会連合会会長表彰

（功労保護司）
（功労保護司）

（功労保護司）

（功労保護司）
（家族功労）
（功労保護司）
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（協力雇用主）

（功労保護司）

令和5年度 大阪更生保護大会表彰者
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〔新任〕…………　令和5年9月25日付

大　橋　智　子（芥川・清水・樫田地区）

新  会  員・自  己  紹  介新  会  員・自  己  紹  介

とあるご縁からこの話をいただ
きました。
私自身以前から気になってい

たことでもあり、興味もあった為、
挑戦してみようと思いお話を受け

ました。これからどんな方と話をしていくのか、私
でも大丈夫かと不安に思うこともありますが、自
分らしく一生懸命に努めていこうと思っておりま
す。ご指導の程宜しくお願いいたします。　

（芥川・清水・樫田地区） 大橋　智子
おお はし さと こ

協力雇用主に感謝状


